











Words Occurring with Both Variants of Honorific Prefix: o- and go- 


















しいかを 18 名に問う調査を行い、特にオ/ゴ許容率の高い 50 語のうち次の 14 語で、許容
する回答がオ/ゴの両者にあったという。 
(1) 馳走, 主人, 病気, 誕生, 都合, 祝儀, 出席, 援助, 商売, 食事, 仏前, 焼香, 高名, 気
分
『明鏡国語辞典』編集部による 2004年のアンケート 2で、調査した 30語のうち、「どち
らかが圧倒的に優勢というのでなく、ゆれが見られるもの」は次の 6語である。 
(2) 誕生, 返事, 相伴, 入り用, 礼状, 葬儀
また、「どちらでもよい（場面によって使い分ける）」との回答の比率が比較的多かったのは、
次の 5語である。 





幸氏によれば今後も N-gramの改善の予定はないとのことである (2018.6.6付)。 















『青空文庫全』(2007)DVD 収録作品 3     約 172MB  著者数 327 作品数 6,367 
 読売新聞記事データ集 1987-2014年     約  6.5GB 

















「{お/ご}～」両者の用例のある形式は、少なくとも 173に昇る。それらを「オ使用者数 / 
(オ使用者数+ゴ使用者数)」によって分類すると、次のようになる 4。その形で始まる複合形
式も含んだ数値である(例：ご家来衆、お誕生日)。この点は以下同じ。全例目視確認した。 
(6) 80%以上のもの  
  愛嬌, 医師, 加減, 勘定, 客来, 綺麗, 景物, 元気, 言伝, 行列, 講義, 沙汰, 支度, 慈悲, 
手配, 女中, 焼香, 丈夫, 食事, 政治, 台所, 大切, 大名, 誕生, 茶屋, 念仏, 奉行, 模様, 
夕飯(ゆうはん/ゆうめし?), 立派, 料理, 牢 
(7) 20%以下のもの 
ゆっくり, ゆるり, 挨拶, 安心, 案内, 遠慮, 機嫌, 近所, 苦心, 苦労, 婚礼, 災難, 持参, 
自身, 自分, 冗談, 心配, 先祖, 相談, 注文, 亭主, 都合, 披露, 秘蔵, 病気, 満足, 無事, 
迷惑, 厄介, 用意, 立腹,  
 






衣裳, 遺骨, 家中, 家来, 会釈, 戒名, 活発, 看病, 癇癖, 奇特, 帰国, 気性, 気分, 祈祷, 
記憶, 窮屈, 吟味, 決意, 検死, 検分, 見物, 後室, 公儀, 公方, 差配, 座所, 参詣, 散歩, 
仕官, 支配, 時世, 次男, 自慢, 舎弟, 社参, 寿命, 修行, 住職, 祝儀, 出家, 出仕, 出馬, 
出立, 書面, 助力, 勝手(に等), 商売, 将軍, 上申, 上人, 上達, 城下, 城中, 城内, 新規, 
新造, 身代, 身分, 進物, 陣屋, 征伐, 政道, 接待, 説法, 詮議, 造作, 他言, 多分, 多忙, 
打擲, 対面, 退屈, 大層, 堪能, 茶寮, 寵愛, 調度, 直参, 定紋, 登城, 同行, 同道, 道理, 
得心, 内室, 難儀, 年始, 能面, 配下, 番士, 番所, 贔屓, 非番, 病人, 不在, 返事, 勉強, 
法事, 本寺, 冥加, 名物, 面前, 遊山, 様子, 用談, 来客, 利用, 路地, 浪人, 牢屋 
 
同一著者の両形使用 
 次のように、同一著者が同一語に「お～」「ご～」の両方の形を用いている場合がある 5。 






1909 - 斜陽) 
(12) 先生のご機嫌をとろうと思って、先生の座談はとても面白い、ちょっと筆記させてい
ただきます、と (同 黄村先生言行録) 
 
(13) 仲哀天皇は、ある年、ご自身で熊襲をお征伐におくだりになり、筑前の香椎の宮とい




(15) 佐々木味津三 63, 国枝史郎 7, 鈴木三重吉 6, 宮沢賢治 3, 倉田百三 2, 太宰治 2, 菊




(16) 案内, 奇特, 気性, 祈祷, 記憶, 吟味, 検分, 見物, 後室, 公儀, 公方, 行列, 差配, 沙汰, 
座所, 災難, 仕官, 支配, 慈悲, 持参, 時世, 自身, 自分, 社参, 住職, 祝儀, 出仕, 出馬, 
書面, 助力, 将軍, 上人, 城下, 城中, 城内, 身分, 進物, 陣屋, 詮議, 相談, 多忙, 大名, 
堪能, 茶屋, 茶寮, 寵愛, 直参, 難儀, 年始, 能面, 配下, 番士, 番所, 披露, 秘蔵, 奉行, 
本寺, 名物, 面前, 遊山, 様子, 牢, 牢屋 
佐々木が同一作品中に二つの形を混用している例を挙げる。 
(17) かりにもお将軍家お秘蔵と名のつく品なんですから、お箱の結構壮麗はいうまでも 














も 40ある。それらにおける「{お/ご}～」の内訳は次のようになる 8。全例目視確認した。 






を含む)の例のすべてはゴを伴っている(例の数は順に 8, 2, 1, 1)。例えば「散歩」では、全体
としては次のように「お」に大きく偏っているが、「{お/ご}散歩になる」の形だけを取ると
ゴの 1例がすべてである。なお、ウェブコーパスでは語によりオの例も見られる(次節)。 
 お ご 





















 (21) オの比率が 90%以上のもの (高い順) 
 奉行, 写経, 言いつけ, 仲人, 達者, 愛想, 餞別, 計らい, 命じ, 加減, 生憎, 給仕, 指図, 
仏壇, 灯明, 誕生, 貴族, 盛ん, 受験, 信じ, ついで, 名刺, 追従, 察し, 精霊, 訴え, 年始, 
仏像, 戒壇, 返事, 位牌, 身内, 加持, 衣装, 香典 
 (22) ゴの比率が 90%以上のもの (高い順) 
 用事, 次男, 返礼, 本堂, 真影, 拝読, 落胤, 立派, 決意, 住職, 散策, 加護, 朝食, 亭主, 
法事, 用立て, 披露, 趣味, 陽気, 出現, 母堂, 健康, 講話, 見物, 遺言, 新造, 真言, 会食, 
伝言, 休憩, 開帳, 納車, 寺院, 祝儀, 支配, 慈愛, 配送, 縁日, 入学, 気分, 預金, 身分, 
講義, 町内, 多幸, 結納, 機会, 命日, 火葬, 仏前, 試用, 昼食, 必要, 遺骨, 供養 
 (23) その他 (オの比率の高い順) 
大切, 遊戯, 修理, 作品, 慈悲, 説, 聴聞, 口座, 日記, 上人, 便利, 使者, 焼香, 案じ, 教
化, 手配, 接待, 導師, 覚悟, 勝手(に等), 城下, 商品, 説法, 参詣, 沙汰, 相伴, 商売, 夕















 お ご 
誕生 11 58 
新聞の場合とは異なってオにも一定数の用例がある。 








ゴの用例比率は、朝食 (98.8%) ＞ 昼食 (91.1%) ＞ 夕食 (75%) である。 
大まかな観察の限りでは、3語とも、飲食を供する施設や関係者による顧客向けの使用で
特にゴの比率が高い。(26)はその例である。夕食は(27)(28)のように一般人のブログなどで
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